
◆附属資料-1 【市立稚内病院の経営指標】◆ 

経常収支比率の

推移 

（単位:%） 

 

【 コ メ ン ト 】 

100%維持を!! 

 

医業収支比率の

推移 

（単位:%） 

【 コ メ ン ト 】 

総収支で黒字で

あっても、医業収

支を黒字にするこ

とが、いかに、難し

いかがわかる。 

 

対)給与費医業収

支比率の推移 

 （単位:%） 

(給与費÷医業収益)  

【 コ メ ン ト 】 

医業収益は、診療

報酬改定に伴い減

少。給与費は、質

的・量的な看護の

確保のため増加。 

給与費は収益を増

やすためのもの 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 97.0% 97.9% 99.8% 100.7% 99.0% 98.7% 100.1% 99.0% 98.7% 96.5%

全国 102.1% 101.6% 101.4% 101.1% 101.6% 101.7% 102.7% 102.2% 102.5%
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全国 = 黒字病院（300床～400床） 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 92.0% 94.7% 97.0% 98.5% 95.3% 94.3% 95.1% 91.0% 90.1% 88.3%

全国 100.3% 99.4% 96.7% 98.9% 97.3% 99.4% 97.7% 98.6% 99.0%
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 54.5% 52.5% 50.7% 50.0% 51.8% 53.4% 52.5% 56.0% 58.6% 58.6%

全国 48.3% 47.0% 40.1% 43.6% 50.9% 44.8% 51.0% 51.7% 51.0%
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全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 

全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 



対)材料費医業収

支比率の推移 

 （単位:%） 

【 コ メ ン ト 】 

黒字病院と ほぼ

同等である。 

 

 

減価償却費の推

移 

 （単位:千円） 

【 コ メ ン ト 】 

施設改修、医療機

器の更新などを計

画に実施している

ことから、増加して

いく。 

 

 

退職金の推移 

 （単位:千円） 

【 コ メ ン ト 】 

平成 19 年度  

定年退職 ９名 

 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 31.2% 29.4% 27.3% 25.5% 24.8% 25.2% 24.6% 23.5% 21.1% 20.6%

全国 26.5% 26.2% 23.8% 25.0% 27.1% 22.8% 23.6% 23.0% 22.6%
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当院 231,613 273,782 288,253 322,496 340,948 310,295 348,373 376,534 400,040 389,399
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全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 



企業債償還（元利

金）額の推移 

 （単位:千円） 

【 コ メ ン ト 】 

平成 19年度 

繰上償還に伴い、

借換債に借り換

え。 

 

企業債残高の推

移 

 （単位:千円） 

【 コ メ ン ト 】

高利率の企業債

の借換え移行、

着実に償還。 

 

 

修学資金貸付金

の推移 

 （単位:千円） 

【 コ メ ン ト 】 

平成 21 年度から

修学資金貸付金

を倍増し、看護師

等の確保に努め

た。 

 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

利子 121,774 117,946 109,528 108,176 54,584 47,695 39,962 32,121 25,501 19,386

元金 377,664 407,250 451,162 1,334,337 490,323 555,676 551,208 448,135 413,161 402,353
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当院 3,373,779 3,152,829 3,332,167 3,198,430 2,835,907 2,476,732 2,081,524 1,786,089 1,522,428 1,241,475
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当院 16,410 20,140 13,230 5,510 4,610 32,350 60,800 57,920 58,200 52,200
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病床利用率の推

移（一般） 

  （単位:%） 

【 コ メ ン ト 】 

医師数の減少に

伴い、病床利用率

70%を確保するこ

とは非常に難し

い。 

 

 

病床利用率の推

移（精神）実稼働 

  （単位:%） 

【 コ メ ン

地域唯一の専門

病棟ではあるが、

在宅等への移行

により減少。 

地域としてのベツ

ト数は適正化が

今後の課題。 

 

１日入院患者数の

推移 

  （単位:人） 

【 コ メ ン ト 】 

常勤医師の減少

と同様に減少し続

けている。 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 70.1% 81.1% 83.3% 79.1% 71.3% 73.5% 76.8% 70.1% 67.9% 68.3%

全国 86.3% 86.7% 84.7% 80.3% 74.9% 76.4% 76.8% 78.6% 78.2%
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 77.0% 78.4% 80.8% 83.7% 81.4% 72.5% 58.5% 58.1% 57.5% 47.8%

全国 81.2% 80.3% 67.0% 62.1% 59.9% 59.2% 61.1% 54.3% 50.9%
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 292 288 296 288 265 262 257 239 233 224

全国 285 287 281 267 245 252 252 256 252
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全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 

全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 

全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 



１日外来患者数の

推移 

  （単位:人） 

【 コ メ ン ト 】 

少ない医師数で全

国平均以上の患

者を診ている。 

外来診療単価の

維持(P44) 

 

 

平均在院日数の

推移（一般病棟） 

  （単位:日） 

【 コ メ ン ト 】 

DPC 対象病院の

増加に伴い、診療

日数の減少が効

率的な医療の提

供と言われている

が、地域性(離島

を抱えて)を考量し

た医療も病院の特

性では。 

 

入院診療単価の

推移 

  （単位:円） 

【 コ メ ン ト 】 

脳外科・循環器内

科などの高額な診

療となる診療科が

ないほか、医師の

専門性や専任看

護師の未配置など

診療報酬上での

基準が取得できて

いないため、単価

が上がらない。 

 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 1100 1069 1073 1033 996 979 953 892 871 840

全国 745 680 712 645 549 598 582 597 579
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一般病棟 14.1 13.8 14.1 12.5 12 13.3 13.1 13.9 13.9 13.9

全国 19.8 20.3 16.7 16.5 16.9 15.1 15.2 15.0 14.7
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 入院 30,008 30,234 30,766 31,077 31,221 31,385 33,533 33,684 33,968 34,323

全国 36,318 37,205 39,188 39,715 40,725 44,691 45,064 46,943 48,559
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全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 

全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 

全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 



外来診療単価の

推移 

  （単位:円） 

【 コ メ ン ト 】 

脳外科・循環器内

科などの高額な診

療となる診療科が

ないほか、１日平

均患者数が多いた

めルーチン検査、

画像検査のオーダ

ーができないため

単価は上がらな

い。  

診療報酬改定率

の推移 

（2 年/1回） 

  （単位:%） 

【 コ メ ン ト 】 

国の施策により報

酬は減少の一途。

大都市圏での第

病院に特化した改

定となっており、地

域は人的不足もあ

り、経営に多大な

影響を与えてい

る。  

繰入金の推移 

 （単位:千円） 

【 コ メ ン ト 】 

H20 年度より過疎

対策事業債の病院

事業までの拡大に

伴い、一般会計の

繰入金が増加。 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

当院 外来 7,338 7,380 7,301 7,420 7,612 7,862 8,173 8,416 8,596 8,710

全国 9,034 10,175 10,583 12,019 12,513 12,297 11,820 12,146 12,415
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（全 体） 

（本 体） 

（薬価等） 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

繰入金 （全体） 788,451 819,408 805,789 904,723 961,181 1,144,36 1,167,81 1,256,66 1,256,88 1,173,40

内)過疎債 86,500 152,800 121,000 145,900 135,500 105,600

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

単
位

 
（
千
円
）
 

全国 = 黒字病院（300 床～400 床） 



収支状況 

（単位:千円） 

 

【 コ メ ン ト 】 

医業収支 黒字が

健全な病院経営

の理想。 

平成 19年度総収

支で黒字となっ

た。 

 

 

 

備 考： 

総務省：地方公営企業年鑑より 

『全国』については、 

① 損益計算------経営主体別・規模別 市 〔黒字病院〕300 床～400 床に基づき算出。 

② 経営分析------経営規模別         〔黒字 一般病院〕300床～400床に基づき算出。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

医業収支 ▲ 546,461 ▲ 382,832 ▲ 253,009 ▲ 83,478 ▲ 257,228 ▲ 312,137 ▲ 275,187 ▲ 509,216 ▲ 563,188 ▲ 658,554 

経常収支 ▲ 184,350 ▲ 125,966 ▲ 13,566 43,585 ▲ 59,067 ▲ 74,071 4,521 ▲ 57,796 ▲ 74,587 ▲ 207,801 

総収支 ▲ 200,706 ▲ 136,100 ▲ 31,775 27,606 ▲ 74,520 ▲ 81,711 ▲ 6,978 ▲ 62,851 ▲ 190,762 ▲ 237,031 

▲ 700,000 
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◆附属資料-２ 【市立稚内病院の診療統計（疾病分類）】◆ 

疾病分類・ 

年齢階層別 

 

 

【H25年度】 

退院患者比率 

 

疾病分類上位

10分類 

 

 

 

 

疾病分類・ 

年齢階層別 

 

 

【H24年度】 

退院患者比率 

 

疾病分類上位

10分類 
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年齢階層別 

退院患者比率 

 

 

【平成 25年度】 

疾病分類 

上位 10位 

 

 

 

年齢階層別 

退院患者比率 

 

 

【平成 24年度】 

疾病分類 

上位 10位 
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新生物 呼吸器系の疾患 消化器系の疾患 

妊娠，分娩および産じょく 損傷，中毒およびその他の外因 尿路性器系の疾患 

眼および付属器の疾患 感染症および寄生虫症 循環器系の疾患 

周産期に発生した病態 

新生物 

呼吸器系の疾患 

消化器系の疾患 妊娠，分娩および産

じょく 

損傷，中毒およびその

他の外因 
尿路性器系の疾患 

眼および付属器の疾患 

感染症および寄生虫症 

循環器系の疾患 

周産期に発生した病態 
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新生物 呼吸器系の疾患 消化器系の疾患 

妊娠，分娩および産じょく 損傷，中毒およびその他の外因 尿路性器系の疾患 

眼および付属器の疾患 感染症および寄生虫症 循環器系の疾患 

周産期に発生した病態 

年少人口枠 生産性人口枠 老年人口枠 



退 院 患 者 

上位疾病分類 

 

 

【平成 25年度】 

疾病分類 

上位 10位 

 

 

 

退 院 患 者 

上位疾病分類 

 

 

【平成 24年度】 

疾病分類 

上位 10位 

 

 

 

 

新生物

（がん） 

呼吸器系

の疾患 

消化器系

の疾患 

妊娠，分

娩および

産じょく 

損傷，中

毒および

その他の

外因 

尿路性器

系の疾患 

眼および

付属器の

疾患 

感染症お

よび寄生

虫症 

循環器系

の疾患 

周産期に

発生した

病態 

70歳～ 441 229 320 0 147 115 171 76 120 0

20～69歳 362 136 237 464 212 120 56 71 21 0
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感染症お

よび寄生

虫症 

尿路性器

系の疾患 

眼および

付属器の

疾患 

周産期に

発生した

病態 

精神およ

び行動の

障害 

70歳～ 400 206 262 0 162 81 142 119 0 18
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退 院 患 者 

疾 病 分 類 

 

 

平成 25年度 

【年齢階層別】 

 

 

 

退 院 患 者 

疾 病 分 類 

 

 

平成 24年度 

【年齢階層別】 
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患 
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他 
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疾患 

周産

期に

発生

した

病態 

精神

およ

び行

動の

障害 

循環

器系

の疾

患 

内分

泌，

栄養

およ

び代

謝疾

患 

耳お

よび

乳様

突起

の疾

患 

筋骨

格系

およ

び結

合組

織の

疾患 

神経

系の

疾患 

血液

およ

び造

血器

の疾

患 

皮膚

およ

び皮

下組

織の

疾患 

その

他 

70歳～ 400 206 262 0 162 81 142 119 0 18 96 61 36 24 12 23 16 5

20～69歳 373 133 248 503 187 62 93 61 0 90 24 42 38 35 27 16 24 3

0～19歳 15 401 43 6 45 112 13 0 143 21 3 9 35 11 20 17 6 21

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

70歳～ 

20～69歳 

0～19歳 



退 院 患 者 

疾 病 分 類 

 

 

平成 23年度 

【年齢階層別】 

 

退 院 患 者 

上位疾病分類 

 

 

平成 22年度 

【年齢階層別】 

 

 

 

新生

物（が

ん） 

呼吸

器系

の疾

患 

消化

器系

の疾

患 

妊娠，

分娩

および

産じょ

く 

損傷，

中毒

および

その他

の外

因 

尿路

性器

系の

疾患 

感染

症およ

び寄

生虫

症 

眼およ

び付

属器

の疾

患 

周産

期に

発生し

た病態 

内分

泌，栄

養およ

び代

謝疾

患 

精神

および

行動

の障

害 

循環

器系

の疾

患 

耳およ

び乳

様突

起の

疾患 

血液

および

造血

器の

疾患 

筋骨

格系

および

結合

組織

の疾

患 

神経

系の

疾患 

皮膚

および

皮下

組織

の疾

患 

70歳～ 439 196 278 0 154 137 96 101 0 57 25 79 16 37 22 19 23

20～69歳 506 119 279 542 237 118 79 52 0 51 69 25 33 20 35 27 18

0～19歳 7 353 28 8 33 29 70 0 124 6 12 1 47 18 12 18 6
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およ

び産
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およ

びそ

の他

の外

因 

尿路

性器

系の

疾患 

循環

器系

の疾

患 

感染

症お

よび

寄生

虫症 

眼お

よび

付属

器の

疾患 

精神

およ

び行

動の

障害 

周産

期に

発生

した病

態 

内分

泌，栄

養お

よび

代謝

疾患 

筋骨

格系

およ

び結

合組

織の
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突起

の疾

患 
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およ

び造

血器

の疾

患 
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系の

疾患 
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他 

皮膚

およ

び皮

下組

織の

疾患 

70歳～ 566 224 300 0 202 160 160 89 117 22 0 61 52 26 29 13 8 16

20～69歳 657 136 319 545 218 151 112 68 46 104 0 49 58 49 13 22 3 24

0～19歳 13 365 31 15 34 25 6 88 2 11 135 4 3 36 12 17 38 7
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◆参考資料  【ガイドラインに基づく医療需要の考え方】◆ 

【高度急性期機能、急性期機能及び回復期機能の医療需要の考え方】 

  ○ 病床機能報告制度において、『急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて医療を提

供する機能』と定義されており、入院から医療資源投入量が落ち着く段階までの患者数を、 

   高度急性期及び急性期の患者数とし、急性期と回復期とを区分する境界点を 600点（6,000円）

として推計するという考え方を基準として、当院の今後の病床機能をシュミレーションする。 

   

〔医療資源投入量とは？〕 

       患者に対し行われた診療行為を診療報酬の出来高点数で換算した値であり、入院基本料及

びリハビリテーション料を除いた合計をいう。 

 

 〔平成 27年１月 診療データに基づく医療資源投入量の試算〕 

 

【医療資源投入量 機能別 参考図】 

 

 

（単位：円）

上段　病棟区分
下段　入院基本区分

一般病棟
（障害者）（10対１）

病棟区分 3病棟 4病棟 5南病棟 6北病棟 6南病棟 5北病棟 西2病棟 西3病棟

基本診療料 157,520 158,550 180,055 493,530 251,995 103,400 1,345,050 74,800 93,000 167,800 1,512,850

投薬料 1,231,500 372,005 841,304 522,700 1,110,077 732,960 4,810,546 976,950 1,695,850 2,672,800 7,483,346

注射料 2,439,570 1,619,905 1,346,796 2,075,320 2,788,696 518,680 10,788,967 275,880 272,080 547,960 11,336,927

処置料 531,110 141,540 564,841 521,000 1,236,570 511,000 3,506,061 11,100 32,000 43,100 3,549,161

手術・麻酔料 5,237,030 3,459,710 14,010,136 2,987,550 1,155,420 326,270 27,176,116 0 57,490 57,490 27,233,606

検査料 1,508,820 896,495 845,181 2,511,390 2,790,386 489,070 9,041,342 272,920 398,070 670,990 9,712,332

画像診断料 1,106,640 160,330 830,531 1,738,020 1,549,665 305,580 5,690,766 586,510 181,970 768,480 6,459,246

リハビリテーション 130,800 0 1,752,886 256,910 122,350 1,081,220 3,344,166 8,760 69,720 78,480 3,422,646

精神科専門療法 7,500 0 20,700 17,400 10,500 53,700 109,800 361,300 404,900 766,200 876,000

食事療養費 894,340 1,501,820 2,231,076 1,285,888 1,335,158 1,665,432 8,913,714 1,248,446 1,455,174 2,703,620 11,617,334

入院基本料 11,582,670 11,967,210 21,387,643 17,147,200 17,139,504 12,944,990 92,169,217 6,226,290 6,733,270 12,959,560 105,128,777

入院基本料加算 2,251,070 1,780,650 3,467,160 3,763,720 2,860,668 3,427,000 17,550,268 929,700 1,220,750 2,150,450 19,700,718

特定入院料 0 11,130,900 0 0 0 0 11,130,900 0 0 0 11,130,900

暖房料・分娩料等 61,600 3,069,400 116,175 89,700 88,730 95,200 3,520,805 70,400 77,200 147,600 3,668,405

合　　計 27,140,170 36,258,515 47,594,484 33,410,328 32,439,719 22,254,502 199,097,718 11,043,056 12,691,474 23,734,530 222,832,248

延べ患者数 658 892 1,167 938 906 956 5,517 706 773 1,479 6,996

控除前の平均単価 41,246 40,649 40,784 35,619 35,805 23,279 36,088 15,642 16,418 16,048 31,851

入院基本、リハ控除 15,426,700 24,291,305 24,453,955 16,006,218 15,177,865 8,228,292 103,584,335 4,808,006 5,888,484 10,696,490 114,280,825

控除後の平均単価 23,445 27,232 20,955 17,064 16,753 8,607 18,775 6,810 7,618 7,232 16,335

急性期と回復期の境界額 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一　般　病　棟
（７対１　）

精 神 病 棟
（15対１） 合　　計

一般病棟
小　　計

精神病棟
小　　計

急性期機能を保有 



 


